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特徴特徴特徴特徴特徴
本アプリケーションは以下の様々な特徴を持っています。

・・・・・アルゲ製タイマーの他、アルゲ製タイマーの他、アルゲ製タイマーの他、アルゲ製タイマーの他、アルゲ製タイマーの他、SEIKOSEIKOSEIKOSEIKOSEIKO 社社社社社 CT-300/400CT-300/400CT-300/400CT-300/400CT-300/400 のデータを取り込んでの処理。のデータを取り込んでの処理。のデータを取り込んでの処理。のデータを取り込んでの処理。のデータを取り込んでの処理。
  CT-300/400 と接続する場合にバッファー利用での接続とダイレクト接続の２通りの方法を選
  ぶ事ができます。

・・・・・公式リザルト処理機能をフルカバー。公式リザルト処理機能をフルカバー。公式リザルト処理機能をフルカバー。公式リザルト処理機能をフルカバー。公式リザルト処理機能をフルカバー。
  日本語リザルトの他、英語リザルトの印刷も可能です。

・・・・・WebW e bW e bW e bW e b サイトへのリアルタイム速報表示、サイトへのリアルタイム速報表示、サイトへのリアルタイム速報表示、サイトへのリアルタイム速報表示、サイトへのリアルタイム速報表示、スタートリストスタートリストスタートリストスタートリストスタートリスト・・・・・リザルトの直接アップロードリザルトの直接アップロードリザルトの直接アップロードリザルトの直接アップロードリザルトの直接アップロード
     が可能。が可能。が可能。が可能。が可能。（（（（（注注注注注１１１１１）））））
  ウェブサイトにリアルタイムで速報を自動的にアップ出来ます。スタートリスト・リザルト
  を印刷後、そのデータをそのままウェブサイトにアップする事も出来ます。

・・・・・フィニッシュエリア用速報データ表示フィニッシュエリア用速報データ表示フィニッシュエリア用速報データ表示フィニッシュエリア用速報データ表示フィニッシュエリア用速報データ表示
  LAN 環境で接続された PC で速報データを表示出来るので、PC に大型モニタや大型テレビを接
  続し、速報表示をする事が出来ます。

・・・・・FISFISFISFISFIS 用用用用用 XMLXMLXMLXMLXML ファイル出力。ファイル出力。ファイル出力。ファイル出力。ファイル出力。
          F I S リザルトデータ・タイミングレポートの送信用 XM L ファイルの作成が出来ます。

・・・・・I-modeI-modeI-modeI-modeI-mode 用用用用用 HTMLHTMLHTMLHTMLHTML ファイル出力。ファイル出力。ファイル出力。ファイル出力。ファイル出力。
          I - m o d e に適したフォーマットでの HTML ファイルを、スタートリスト・リザルト共に自動で
  作成出来ます。

・・・・・テキスト出力。テキスト出力。テキスト出力。テキスト出力。テキスト出力。
  スタートリスト・リザルト共に、テキストデータでの出力が出来るので、データの２次利用
  が可能です。

・・・・・FISF I SF I SF I SF I S ポイントリストのダイレクト読み込み。ポイントリストのダイレクト読み込み。ポイントリストのダイレクト読み込み。ポイントリストのダイレクト読み込み。ポイントリストのダイレクト読み込み。
  W e b サイトからダウンロードした FI S ポイントリストを加工せずにそのまま読み込む事が出
  来るので最新版のリストが出た時点で速やかに変更が可能です。

・・・・・SAJS A JS A JS A JS A J ポイントリストのダイレクト読み込み。ポイントリストのダイレクト読み込み。ポイントリストのダイレクト読み込み。ポイントリストのダイレクト読み込み。ポイントリストのダイレクト読み込み。
  W e b サイトからダウンロードした SA J ポイントリストを加工せずにそのまま読み込む事が出
  来るので最新版のリストが出た時点で速やかに変更が可能です。

・・・・・エクセルファイルエクセルファイルエクセルファイルエクセルファイルエクセルファイル（（（（（拡拡拡拡拡張張張張張子子子子子 .x l s. x l s. x l s. x l s. x l s）））））でのポイントリストの取込でのポイントリストの取込でのポイントリストの取込でのポイントリストの取込でのポイントリストの取込
  ポイントリストをエクセルで加工し、エクセルファイルで保存したものをそのまま読み込む
  事が出来ます。（注２）

・・・・・FISFISFISFISFIS ポイントリストとポイントリストとポイントリストとポイントリストとポイントリストと SAJSAJSAJSAJSAJ ポイントリストの結合参照。ポイントリストの結合参照。ポイントリストの結合参照。ポイントリストの結合参照。ポイントリストの結合参照。
  SAJ・FIS の両リストを読み込んだ場合、日本語でのリスト内容抽出が可能なので関連選手の
  データチェックが容易に行えます。

・・・・・登録済み大会データのポイント一括変更登録済み大会データのポイント一括変更登録済み大会データのポイント一括変更登録済み大会データのポイント一括変更登録済み大会データのポイント一括変更
  選手登録をした後でもポイントを一括変更できるのでポイントリスト更新時に新しいポイン
  トに容易に変更できます。
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・・・・・処理結果は総て一つのデータベースに格納。処理結果は総て一つのデータベースに格納。処理結果は総て一つのデータベースに格納。処理結果は総て一つのデータベースに格納。処理結果は総て一つのデータベースに格納。
  処理データは一元管理さるので過去の大会の参照なども容易に行えます。バックアップも一
  つのデータベースフォルダをコピーするのみで完了出来ます。

・・・・・コンピュータドロー。コンピュータドロー。コンピュータドロー。コンピュータドロー。コンピュータドロー。
  登録した選手リストを元に選手ドローとビブドローのダブルドロー形式でコンピュータド
  ロー処理が行えます。

・・・・・ボードコントロールをＰＣ上で実現。ボードコントロールをＰＣ上で実現。ボードコントロールをＰＣ上で実現。ボードコントロールをＰＣ上で実現。ボードコントロールをＰＣ上で実現。
  ボードコントロール画面を利用するとＴＣＭ会場入口等にＰＣを置き、チーム単位・連盟単
  位でのドロップ指定が出来ます。マグネットボードや印刷物を準備する必要が無く、「出場確
  認・欠場確認・未確認」の状態が簡単に把握出来るうえ、その内容はドロー画面にも反映す
  るのでドロー作業が大幅に簡略化できます。
  ボードコントロール画面はＬＡＮ接続された複数のＰＣで同時処理も可能なのでスムー
  ズな処理が可能です。

・・・・・放送用画面。放送用画面。放送用画面。放送用画面。放送用画面。
  放送用の画面は氏名や所属のヨミガナ表示もあり、放送業務の負担を軽減します。

・・・・・スタート、スタート、スタート、スタート、スタート、フィニッシュの自動アナウンス。フィニッシュの自動アナウンス。フィニッシュの自動アナウンス。フィニッシュの自動アナウンス。フィニッシュの自動アナウンス。
  音声合成機能により、スタートとフィニッシュのアナウンスを自動で行う事が出来ます。
  アナウンス内容は読上げ内容の選択も可能です。

・・・・・アルゲ製標示ボードの他、アルゲ製標示ボードの他、アルゲ製標示ボードの他、アルゲ製標示ボードの他、アルゲ製標示ボードの他、SEI K OS E I K OS E I K OS E I K OS E I K O 社製表示ボードへのデータ出力。社製表示ボードへのデータ出力。社製表示ボードへのデータ出力。社製表示ボードへのデータ出力。社製表示ボードへのデータ出力。
  計測結果のデータ出力は、直近のフィニッシュ選手のデータとランキングデータの２系統に
  分けて出力されます。データの出力先はアルゲ表示ボードの他、S E I K O 社製標示ボードへ
 （注３）も出力する事が可能です。

・・・・・兼兼兼兼兼     大会での複数リザルトの出力。大会での複数リザルトの出力。大会での複数リザルトの出力。大会での複数リザルトの出力。大会での複数リザルトの出力。
  選手権大会兼・高校大会兼・中学大会 等の複数の競技を同時に行った場合などの際に全体
  でのリザルトの他、様々な抽出条件でのリザルト作成が出来ます。
 （例 総ての参加者対象のリザルトの他、男子女子を分けての作成、中学生、高校生、大学生、
  成年を分けての作成、中 1、中 2、中 3、高 1、高 2、高 3、等に分けての作成も可能です。

・・・・・注１注１注１注１注１
  弊社のレンタルウェブサイトをご利用いただくと、スタートリスト・リザルト・速報データ
  をアプリケーション上から直接アップロードする事が出来ます。（インターネット接続環境が
  必要です。）
  アップしたデータは弊社レンタルサイトのお客様専用ページにてＰＣサイトでの閲覧の他、
  携帯サイトでの閲覧も可能です。
  速報データのアップを指定した場合、選手のゴール毎にデータが自動アップロードされます。
  弊社レンタルサイトのご契約は年契約となっております。詳しくは弊社までお問い合わせく

  ださい。

・・・・・注２注２注２注２注２
 ご利用のPC に MS エクセルがインストールされている必要があります。
・・・・・注３注３注３注３注３
 データシグナル変換用アダプタが別途必要となります。
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「個人マスタ」ボタンをクリックすると個人デー
タ操作画面が表示されます。（左図）
個人マスタへのデータ登録はファイル（テキスト
又はエクセル）からの読込みと直接入力の２通り
の方法があります。
・ファイルからの読込み（テキスト・エクセル）
(1)テキストファイルの形式はＳＡＪポイントリ
ストと同じです。従って、ＳＡＪポイントリスト
を直接読み込む事が出来ます。

（1-2)リストを読込む際は男女の区別に注意してください。（リストを独自に作成した場合、男
女で同じコードが存在する場合は、後から読み込んだデータに置き換わってしまいます。）
テキストファイルの場合は「SAJポイントリストの読込」ボタン、エクセルファイルの場合は
「Excelポイントリスト」をクリックし、表示される「ファイルを開く」ウィンドで当該のデー
タファイルを指定し、「開く」をクリックします。
(1-3)カウンタパネルが表示され、データの取り込み作業が開始されます。
(1-4)カウンタパネルが消え、一覧表に選手データが表示されれば正常に終了です。
SAJポイントリストのファイル名（拡張子を除く）を変更せずに読込を行った場合に限り、ポ
イントリストナンバーの管理が行われます。
リストの読み込みが終了すると「所属ヨミガナ」の更新作業の実行確認メッセージが表示され
ます。これは「２０１０－２０１１」シーズンのSAJポイントリストに所属ヨミガナが記載さ
れていない問題を解消する為の機能で、所属のヨミガナを必要としない場合は実行する必要は
ありません。
変換をするヨミガナデータは「ヨミガナ」を格納した別のファイルを参照して変換が行われま
す。ヨミガナデータは「ＴＨＡ＆ＫＳウェブサイト」で、最新のポイントリストに対応したデー
タを公開していますのでダウンロード後、「メンテナンス」画面にて取込を行ってデータの更
新をしてください。（最新のポイントリストを読み込む最は事前にヨミガナリストの更新をし
てください。）

＊都道府県名ではなく、地域名を使う場合。
ポイントリストの都道府県名を使わず、地域名を利用する場合は、ポイントリストをエクセル
等で開き、列「ＡＤ」に全角４文字以内で地域名称を指定してください。
取り込んだ地域名を利用するには、「大会選択」画面、「新規登録」又は「修正」パネルの「区
分」指定を「LOCAL」にします。「LOCAL」以外を指定した場合は都道府県名が表示されます。

個人マスタ

＊＊＊＊＊「「「「「大大大大大会会会会会処処処処処理理理理理」」」」」において登録する参加選手は基本的に、において登録する参加選手は基本的に、において登録する参加選手は基本的に、において登録する参加選手は基本的に、において登録する参加選手は基本的に、ここで作成したここで作成したここで作成したここで作成したここで作成した

「「「「「個個個個個人人人人人リリリリリススススストトトトト」」」」」内から選択して登録します。内から選択して登録します。内から選択して登録します。内から選択して登録します。内から選択して登録します。
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・個別に追加登録
(2)個別に登録する場合は「追加」ボタンをクリックし、表示されるデータ登録パネルにデー
タを入力し、「決定」ボタンをクリックします。

ポイントは実際の数値を１００倍し、小数点を使わずに入力します。

＊カウンタに表示されたデータ総数に読み込みデータ数が満たない状態でエラー終了した＊カウンタに表示されたデータ総数に読み込みデータ数が満たない状態でエラー終了した＊カウンタに表示されたデータ総数に読み込みデータ数が満たない状態でエラー終了した＊カウンタに表示されたデータ総数に読み込みデータ数が満たない状態でエラー終了した＊カウンタに表示されたデータ総数に読み込みデータ数が満たない状態でエラー終了した
場合は読み込み元のテキストデータを確認してください。場合は読み込み元のテキストデータを確認してください。場合は読み込み元のテキストデータを確認してください。場合は読み込み元のテキストデータを確認してください。場合は読み込み元のテキストデータを確認してください。カウンタがストップしたレコーカウンタがストップしたレコーカウンタがストップしたレコーカウンタがストップしたレコーカウンタがストップしたレコー
ド及びその前後のレコードをチェックします。ド及びその前後のレコードをチェックします。ド及びその前後のレコードをチェックします。ド及びその前後のレコードをチェックします。ド及びその前後のレコードをチェックします。
データ内にデータ内にデータ内にデータ内にデータ内に「「「「「’’’’’」」」」」（（（（（シシシシシンンンンングググググルルルルルコココココーーーーーテテテテテーーーーーシシシシショョョョョンンンンン）））））や余分なや余分なや余分なや余分なや余分な「「「「「，，，，，」」」」」（（（（（カカカカカンンンンンマママママ）））））が入っていたり、が入っていたり、が入っていたり、が入っていたり、が入っていたり、指指指指指
定の長さ以上のデータが入っていると読み込みエラーが発生します。定の長さ以上のデータが入っていると読み込みエラーが発生します。定の長さ以上のデータが入っていると読み込みエラーが発生します。定の長さ以上のデータが入っていると読み込みエラーが発生します。定の長さ以上のデータが入っていると読み込みエラーが発生します。
読み込み時にエラーにより、読み込み時にエラーにより、読み込み時にエラーにより、読み込み時にエラーにより、読み込み時にエラーにより、途中終了した場合はテキストデータを確認し、途中終了した場合はテキストデータを確認し、途中終了した場合はテキストデータを確認し、途中終了した場合はテキストデータを確認し、途中終了した場合はテキストデータを確認し、必要な補正を必要な補正を必要な補正を必要な補正を必要な補正を
行った後に再度、行った後に再度、行った後に再度、行った後に再度、行った後に再度、（（（（（1-2 )1 - 2 )1 - 2 )1 - 2 )1 - 2 )の操作から処理してください。の操作から処理してください。の操作から処理してください。の操作から処理してください。の操作から処理してください。
所属名の文字数は半角文字で２４字、所属名の文字数は半角文字で２４字、所属名の文字数は半角文字で２４字、所属名の文字数は半角文字で２４字、所属名の文字数は半角文字で２４字、全角で１２字までです。全角で１２字までです。全角で１２字までです。全角で１２字までです。全角で１２字までです。それ以上の長さのデータのそれ以上の長さのデータのそれ以上の長さのデータのそれ以上の長さのデータのそれ以上の長さのデータの
場合２５文字以降は切り捨て処理されます。場合２５文字以降は切り捨て処理されます。場合２５文字以降は切り捨て処理されます。場合２５文字以降は切り捨て処理されます。場合２５文字以降は切り捨て処理されます。

・・・・・エクセル等で作成したエントリーデータを取り込む場合。エクセル等で作成したエントリーデータを取り込む場合。エクセル等で作成したエントリーデータを取り込む場合。エクセル等で作成したエントリーデータを取り込む場合。エクセル等で作成したエントリーデータを取り込む場合。
作成したエントリーリストを以下の手順にてグループ（シード）やクラスのデータまでを、ま
とめて取り込む事が出来ます。
１．エクセル等でエントリーリストを作成する。（形式はサンプルファイルを参照、黄色の部
分は必須項目となりますので必ず入力してください。（作成方法の詳細はサンプルエクセルファ
イルのsheet2参照））
２．大会選択画面で当該の大会を作成します。（複数の大会を作成し、一括処理も可能）
３．作成した大会の「大会処理」「選手登録」「クラス設定」に入り、クラス設定をします。
（複数の大会を作成した場合は総ての大会で同じ処理をします。）
４．「個人マスタ」画面に移動し、「Entry Listの取り込み」ボタンをクリックし、作成した
ファイルを指定します。
以上の作業までを行うことで「大会処理」では、「レース前処理」「ビブナンバー設定」から
作業を進めることが出来ます。
（エクセルファイル上で「ビブナンバー」及び「スタートナンバー」を入力しておく事により
「スタートリスト」の印刷から作業する事も出来ます。）
＊サンプルファイルはウェブサイト「http://alge.jp」メニュー「ダウンロード」「SKI」にあ
ります。
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「FISData」ボタンをクリックするとＦＩＳデー
タ操作画面が表示されます。（左図）
ＦＩＳデータ登録はＦＩＳのＷｅｂサイトより
ダウンロード出来る、個人リスト（Al_com.csv）
とポイントリスト（Al_pts.csv）の２つのテキ
ストファイルを読込み処理します。

・読み込んだデータの抽出（検索）
「Last Name」又は「First Name」にて検索をする事が出来ます。
「NATION」のリストを選択すると選択した国の選手データに絞込みが行われます。
・標示されたデータの個別選択
抽出（検索）した条件に該当データがあると画面中央の表にデータが表示されます。
表内のデータをクリックすると画面下部の個人データ表示欄にそのデータが表示されます。
「個人マスタに追加」ボタンをクリックすると表示されている個人データが「個人リスト」に
追加され、「個人マスタ」表にても確認出来ます。
・「個人マスタ」のFISポイントの更新
個人マスタのFISポイントの値をここで読込んだFISポイントに一括で置き換えることが出来
ます。更新は画面最下段の「FISポイントを個人マスタに移植する」をクリックします。
（SAJポイントリストが更新される前にFISポイントの更新が行われた場合等に利用できます。）

FIS Data

読上げ調整

音声合成機能を使って自動アナウンスを行う際にチーム名を読上げる場合は「読上げ調整」画
面にて各チーム名の読上げ状況を確認してください。
・「チーム名」ボタンをクリックすると調整パネルが標示されます。
・標示されているチーム名をダブルクリックするとパネル下側にデータが標示されます。
・「読上げテスト」ボタンをクリックするとそのデータの読上げが行われます。
・読上げが自然で無い場合は「所属名」欄に標示されているチーム名を「ひらがな」や「カタ
カナ」「半角カタカナ」などに変更して再度読上げテストを行ってください。表記方法を変更
する事により、イントネーション等が変わり、自然な読上げに近くする事が出来ます。
・調整が終わったならば「修正登録」ボタンをクリックします。
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「大会処理」ボタンをクリックするとタイマー
選択画面が表示されます。（右図）
(1)タイム計測を行なうタイミングマシンをク
リックして選択します。

タイマーを選択すると大会選択画面が表示さ
れます。
「登録」
本アプリケーションでは各レース毎に大会
コード、大会名、開催地、種目、格式、開催
日、等を登録します。
「新規登録」ボタンをクリックすると大会登
録パネルが表示されます。

・大会コード
日付を元にし、下一桁の部分で複数の大会を
識別します。従って同一日付に対応するコー
ドは１０大会分となります。
・大会名
ここで指定する大会名はこの画面上で各大会
を識別する為のみに利用されます。リザルト
等への出力データとしては扱われないのでな
るべく識別が付け易い内容で入力します。
・開催地
開催地はリザルト等への出力データとして利
用されます。
・種目・格式・区分・レベルを選択します。
・開催日は大会コード設定時に自動入力され
ます。手動変更は出来ません。

大会の登録・修正・選択

タイミングマシンの選択

＊一つの大会の中に同一のビブナンバーを設＊一つの大会の中に同一のビブナンバーを設＊一つの大会の中に同一のビブナンバーを設＊一つの大会の中に同一のビブナンバーを設＊一つの大会の中に同一のビブナンバーを設

定する事は出来ません。定する事は出来ません。定する事は出来ません。定する事は出来ません。定する事は出来ません。同一のビブナンバー同一のビブナンバー同一のビブナンバー同一のビブナンバー同一のビブナンバー
を使用したレースを行なう場合などはそれぞを使用したレースを行なう場合などはそれぞを使用したレースを行なう場合などはそれぞを使用したレースを行なう場合などはそれぞを使用したレースを行なう場合などはそれぞ
れを別の大会れを別の大会れを別の大会れを別の大会れを別の大会（（（（（レレレレレーーーーーススススス）））））として登録をします。として登録をします。として登録をします。として登録をします。として登録をします。
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入力方法
・大会コード
「新規登録」ボタンをクリックすると入力パネ
ルが表示され、大会コード用カレンダーの年
の部分にフォーカスが設定されます。
上下矢印キーを押すと年数が上下します。
フォーカスが年にある状態で→キーを押すと
月の部分にフォーカスが移動します。月、日共
に年と同様に操作し、大会を行なう日付を設
定します。
フォーカスが年、フォーカスが年、フォーカスが年、フォーカスが年、フォーカスが年、月、月、月、月、月、日いづれかにある状日いづれかにある状日いづれかにある状日いづれかにある状日いづれかにある状
態でエンターキーを押すと大会コードの末態でエンターキーを押すと大会コードの末態でエンターキーを押すと大会コードの末態でエンターキーを押すと大会コードの末態でエンターキーを押すと大会コードの末
尾欄にフォーカスが移動します。尾欄にフォーカスが移動します。尾欄にフォーカスが移動します。尾欄にフォーカスが移動します。尾欄にフォーカスが移動します。指定した
日付で初めての設定の場合デフォルト値は１
が呼び出されます。必要に応じて変更を加え
エンターキーを押します。
フォーカスが大会名欄に移動します。
・大会名
大会名は識別しやすい名称を設定します。
例「２００４全日本－ＳＧ－男子」
入力後エンターキーを押すと開催地欄にフォーカスが移動します。
・開催地
リザルト等に出力されるので適宜必要な内容で入力します。
・種目
メニューの中から選択し、本数を入力します。
・格式
メニューの中から選択します。 （選択した内容により、SAJ/FISのﾚﾍﾞﾙ表示が変化します。）
・SAJﾚﾍﾞﾙ/FISﾚﾍﾞﾙ
SAJミニマムペナルティ表を参照し、適正なレベルを指定します。
・参加資格ポイント
設定する大会に参加資格ポイントが設定されている場合、この欄に指定する事で「選手登録」
の際に自動ポイント確認処理をする事が出来ます。数値は実際のポイントを１００倍して入力
してください。この機能を利用する場合は個人マスタの「ＳＡＪＣＬＡＳＳ」の欄に０，１，
２，３のいずれかが入力されている必要があります。
・登録
登録ボタンにフォーカスが有る状態でエンターキーを押すか、マウスでクリックすると入力さ
れたデータが登録されます。

＊各項目から次の項目へは、＊各項目から次の項目へは、＊各項目から次の項目へは、＊各項目から次の項目へは、＊各項目から次の項目へは、エンターキーを押してください。エンターキーを押してください。エンターキーを押してください。エンターキーを押してください。エンターキーを押してください。エンターエンターエンターエンターエンター
キー押す事でフォーカスが移動します。キー押す事でフォーカスが移動します。キー押す事でフォーカスが移動します。キー押す事でフォーカスが移動します。キー押す事でフォーカスが移動します。
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「修正」
大会名が表示された一覧内の修正が必要なデータが表示されている行をマウスでクリックし、
続いて「修正」ボタンをクリックします。
修正処理パネルが表示されるので必要に応じて修正を加え、修正処理パネル内の「登録」ボタ
ンをクリックします。
修正は大会名、開催地、種目、格式についてのみ可能です。

「削除」
大会名が表示された一覧内の削除対象データが表示されている行をマウスでクリックし、続い
て「削除」ボタンをクリックします。
削除処理パネルが表示されるので内容を確認後、削除処理パネル内の「削除」ボタンをクリッ
クします。

大会の選択
大会一覧の中の計測を実行する大会名が表示されている行をクリックし、「選択」メニュー
をクリックして計測画面に移動します。行をダブルクリックしても選択する事が出来ます。



-11-

「受付」
 従来大会事務局が表計算ソフト等を使って処理していた受付（エントリー）処理をアプリケー
ション上で行うことが出来ます。
アプリケーションのデータベースで管理するので、処理したデータは大会データに反映され
「大会処理」「選手登録」で行う作業を省く事が出来ます。
レース数の多い大会でも最大８レースを一緒に処理出来ます。

「大会処理」「受付」を選択すると処理画面が表示さ
れます。

「入力」
入力タブをクリックし、入力画面を表示します。

「大会選択」ボタンをクリックし、表示された大会
一覧から処理対象となる大会をダブルクリックし
て選択します。（エントリーフィーが異なる大会の
場合はそれぞれ別に処理してください。）
対象大会を総て選択後、「性別」を選択します。
エントリーフィーを管理する場合は、エントリー
フィーの指定もします。
「主クラス」「副クラス１・副クラス２・副クラス３」
の指定は必須ではありませんが、クラス分けでリ
ザルトを作成する必要が有る場合はここで指定します。

入力は所属単位が基本となります。
所属を選択する方法は「個人を検索し、所属の絞り
込み」を利用すると便利です。
個人を検索すると、その選手が含まれる所属一覧
がドロップダウンリストに表示されます。
入力フォーカスが個人の検索ボックスにある状態
で、「左向き矢印キー」を押すと入力フォーカスが、
リストボックスに移動します。

＊この処理で利用されるデータは＊この処理で利用されるデータは＊この処理で利用されるデータは＊この処理で利用されるデータは＊この処理で利用されるデータは「「「「「個個個個個人人人人人マママママスススススタタタタターーーーー」」」」」のデータが基準のデータが基準のデータが基準のデータが基準のデータが基準
となります。となります。となります。となります。となります。処理前に必ず個人マスターの設定を行ってください。処理前に必ず個人マスターの設定を行ってください。処理前に必ず個人マスターの設定を行ってください。処理前に必ず個人マスターの設定を行ってください。処理前に必ず個人マスターの設定を行ってください。
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「上下矢印キー」を使ってフォーカスを移動すると選
択された所属の選手一覧が表示されます。

エンターキーを押すと選択が確定されます。
（受付処理はチーム単位でのみ行えます。又、同じ
チームであっても全角・半角の使い方や標記方法が違
う場合は別のチームとして振り分けられる場合があり
ますのでご注意ください。）
チームを選択すると、そのチーム名で登録されている
選手一覧が表示されます。
一覧には指定した大会分の選択ボックスも表示される
ので、参加する大会にチェックをし、最後に「指定を
確定」ボタンをクリックします。
選手一覧が表示される際にその一覧の左側に連絡先データの入力パネルが表示されるので必要
に応じてデータを入力してください。
一度設定したデータを修正する場合は修正したいチームを指定すると登録済みデータが表示さ
るので変更を行った後に「指定を確定」ボタンをクリックします。

＊処理対象大会を変更する場合は「大会リセット」ボタンをクリックし、選択大会をクリアし
てから新しい大会を選択します。（選択した大会をクリアしても処理済の受付データには影響
ありません。）

「集計」
入力したデータの集計表示と印刷が出来ます。
新しく入力をした後や、修正をした後は必ず
「集計の実行」をクリックしてください。
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「ボードコントロール」
一般的には印刷物を使って行われているボードコントロールをＰＣ上で行えます。
チーム単位又は連盟単位で選手の抽出をし、ドロップする選手の指定が簡単に行えるので、処
理画面を表示したＰＣを公開し、ＴＣＭ参加者自身が処理する事ができます。
指定した結果は「ビブナンバー設定」の画面に反映されるのでドロー処理作業の時間短縮が計
れます。
この機能は認証番号を入力しない場合の「デモモード」でも動作するので本アプリケーション
が動作してるＰＣ以外のＬＡＮ接続されたＰＣでも利用する事が出来ます。
（ＬＡＮ接続で利用する場合は別項で説明する「クライアントサーバーモード」の設定が必要
です。）

「大会選択」画面で処理する大会を選択（クリック）した
後、メニュー「ボードコントロール」をクリックします。

処理用ウィンドが開くので画面上部に表示されている「大
会名」を確認し、ＰＣを公開します。
「連盟」を選択するとその連盟所属の選手一覧、「所属」を
選択するとそのチームに所属する選手一覧が表示されま
す。
「出場」「欠場」どちらかのチェックボックスをクリックし、
チェックマークを付けます。チェックの付いた選手名、所属
名が、出場は水色、欠場は黄色にハイライト表示されます。
これにより、「出場確認」「欠場確認」「未処理」の３つの状
態を判別する事が出来ます。

「欠場」にした選手が
「大会処理」「ビブナ
ンバー設定」画面に
てドロップ対象者と
なります。

※本機能はデモモードの状態でも通常に動作しますので
複数のＰＣを設置し、で処理を分散することでボードコ
ントロールをスムーズに行うことが出来ます。
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「アップロードの選択」
大会実行画面が呼び出されると最初に「アップ
ロード」の選択が表示されます。
ウェブサイトにデータをアップロードする場合
はパソコンがインターネットサイトに接続され
ている必要があります。（アップロードする為に
は弊社ウェブサイトのご利用契約が必要となり
ます。）

「タイトルバー」
タイトルバーには、実行中の大会名、計測機器指定のモードが標示されます。さらにインフォ
メーションの自動アナウンスが「ＯＮ」の場合は「info自動アナウンス実行中」が標示されます。

「メニューバー」
メニューバーには「速報設定」「ST/FN音声」「イメージセット」「設定」「自動アナウンス」「Info
dp」 の各メニューが標示されます。メニュー内容は開いている「ページ」により変わります。
・メニュー内容の説明

ページ選択
選手登録 １８ページ
レース前処理 ２１ページ
データ取込み ２６ページ
レース後処理 ２９ページ
タイム修正 ３０ページ
データチェック ３０ページ
特殊処理 ３１ページ

ST/FN音声
音声合成オン・オフ ３１ページ

イメージセット ２４ページ
設定 ３３ページ
自動アナウンス

自動アナウンスオン・オフ ３３ページ
Info Dp ２８ページ

大会の実行
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大会を実行する為の各機能はそれぞれのペー
ジに割り振られています。
ページの選択や、機能の呼び出しはメニュー
バーから選択し、呼び出します。
機能によってはメニューバーで直接操作出来機能によってはメニューバーで直接操作出来機能によってはメニューバーで直接操作出来機能によってはメニューバーで直接操作出来機能によってはメニューバーで直接操作出来
る場合と操作パネルや、る場合と操作パネルや、る場合と操作パネルや、る場合と操作パネルや、る場合と操作パネルや、ウインドを標示し操ウインドを標示し操ウインドを標示し操ウインドを標示し操ウインドを標示し操
作する場合があります。作する場合があります。作する場合があります。作する場合があります。作する場合があります。
「ページ選択」をクリックするとページメ
ニューが標示されます。ページの種類と内容
は次の通りです。
「選手登録ページ」
・クラス設定
・標準環境設定
・選手登録
・ポイントリスト
・参加者リスト

「レース前処理」
・ビブナンバー設定
・スタート順設定
・環境条件入力
・スタートリスト
・スタート順設定（２本目）
・スタートリスト（２本目）
・旗門通過記録表
・I-mode用 HTMLファイル出力

「データ取込処理」
・タイムデータ取込

「レース後処理」
・環境条件入力
・速報出力
・リザルト出力
・ペナルティポイント計算表出力
・テキストファイル出力
・FIS xml ファイル出力
・SAJデータバンク用 ファイル出力
・I-mode用HTMLファイル出力

「タイム修正」
・タイムのマニュアル修正

「データチェック」
・取込データの状態チェック

「特殊処理」
・各種使用環境設定
・順位ポイント処理呼び出し

＊メニューバーから呼び出すその他の機能
「ST/FN音声」
・音声合成オン・オフ
音声合成によるスタートとフィニッシュのア
ナウンス機能のオンとオフを操作します。
・スタートテスト
スタートアナウンス音声をテストします。
・フィニッシュテスト
フィニッシュアナウンス音声をテストします。

「イメージセット」
ヘッダー・フッター用画像の設定ウィンドを
呼び出します。

「設定」
・D-LINE 標示ボードを使用する場合のボード
設定を行います。
・アナウンス設定
作成済み音声ファイルの再生時刻指定を行い
ます。
・マニュアルアナウンス設定
音声合成による読上げテキストの作成、修正、
削除をします。
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＊＊＊＊＊＊＊事前設定＊＊＊＊＊＊＊
本アプリケーションは基本的な使用環境を保存する機能があり、大会ごとに変更する必要のな
い設定などは一度設定すると次回以降もアプリケーションを立ち上げると自動的に前回と同じ
設定となります。
初めてアプリケーションを使用す
る際や環境が変わった際には必要
に応じて設定してください。

＊初めて使用する前に「特殊処理」
画面で下記の設定を行なってくだ
さい。
・「ＦＩＮ選手表示」
フィニッシュした選手のデータを
表示ボードに出力する場合「表示す
る」を選択します。
・「ＦＩＮ選手表示機器」
ＦＩＮ選手表示に使用する機器を
選択します。
・「ＡＬＧＥランキングボード」
ＡＬＧＥランキングボードを使用し、ランキングを表示する場合「使用」を選択します。
・「音声合成」
スタート時、フィニッシュ時に音声合成によるアナウンスをする場合「音声有り」を選択します。
・「スタート音声、フィニッシュ音声」
音声合成機能を使う際に、アナウンスする内容を指定します。
・「速報の自動印刷」
「自動で印刷」を選択すると、最初は１５人分の選手データが溜まった時点で自動的に印刷を
行い、次からは、３５名分毎に速報が印刷されます。
・「取込ポート」 ＊注１＊注２
タイミングマシンと接続するポートを指定します。
・「ＦＩＮ表示ポート」
ＦＩＮ選手表示ボードに接続するポートを指定します。
・「ＧＡＺポート」
ＡＬＧＥランキングボードを使用する場合にランキングボードに接続するポートを指定します。
・「同タイム」「ＤＳ」「ＤＦ」「ＤＱ」
リザルトに印刷する際のソート順を指定します。
・「Buffer Size」
サイズを大きくするとデータの取り込み処理を中断している間のデータ蓄積量を多くする事が
出来ます。反面、マシンのメモリを多く使用しますのでマシンのパフォーマンスを考慮した上
で選択してください。
・「SEIKO Char Size」及び・「SEIKO Parity」
ＣＴ－３００，４００からのデータ取込の際に指定します。
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・音声設定
スタート用音声、フィニッシュ用音声、アナウンス時刻読上げ音声の詳細を別々に設定できま
す。
音声のボリュームはウィンドウズ上で設定されたボリュームを基準に設定されます。したがっ
てウィンドウズ上で約５０％のボリュームにセットした場合は本アプリケーション上でボ
リュームを最大に設定した場合、５０％の 音量になります。

＊注１＊注１＊注１＊注１＊注１     ”””””ＣＯＭポート”ＣＯＭポート”ＣＯＭポート”ＣＯＭポート”ＣＯＭポート”
本アプリケーションはタイミングマシンのデータ受信や表示ボードのコントロールににＣＯＭポート本アプリケーションはタイミングマシンのデータ受信や表示ボードのコントロールににＣＯＭポート本アプリケーションはタイミングマシンのデータ受信や表示ボードのコントロールににＣＯＭポート本アプリケーションはタイミングマシンのデータ受信や表示ボードのコントロールににＣＯＭポート本アプリケーションはタイミングマシンのデータ受信や表示ボードのコントロールににＣＯＭポート
を使用します。を使用します。を使用します。を使用します。を使用します。ＣＯＭポートの無いコンピュータを使用する場合はＵＳＢＣＯＭポートの無いコンピュータを使用する場合はＵＳＢＣＯＭポートの無いコンピュータを使用する場合はＵＳＢＣＯＭポートの無いコンピュータを使用する場合はＵＳＢＣＯＭポートの無いコンピュータを使用する場合はＵＳＢ<-><-><-><-><-> シリアル変換ケーブルシリアル変換ケーブルシリアル変換ケーブルシリアル変換ケーブルシリアル変換ケーブル
等を利用し、等を利用し、等を利用し、等を利用し、等を利用し、ＣＯＭポートの作成や増設をしてください。ＣＯＭポートの作成や増設をしてください。ＣＯＭポートの作成や増設をしてください。ＣＯＭポートの作成や増設をしてください。ＣＯＭポートの作成や増設をしてください。
＊注２＊注２＊注２＊注２＊注２          ”””””ポート番号の確認”ポート番号の確認”ポート番号の確認”ポート番号の確認”ポート番号の確認”
ポート番号を確認するにはポート番号を確認するにはポート番号を確認するにはポート番号を確認するにはポート番号を確認するにはWindowsWindowsWindowsWindowsWindowsののののの「「「「「コココココンンンンントトトトトロロロロローーーーールルルルルパパパパパネネネネネルルルルル」」」」」->->->->->「「「「「シシシシシススススステテテテテムムムムム」」」」」->->->->->「「「「「ハハハハハーーーーードドドドドウウウウウェェェェェアアアアア」」」」」->->->->->
「「「「「デデデデデバババババイイイイイスススススマママママネネネネネーーーーージジジジジャャャャャ」」」」」の順に進み、の順に進み、の順に進み、の順に進み、の順に進み、表示されたデバイスマネージャパネル内の表示されたデバイスマネージャパネル内の表示されたデバイスマネージャパネル内の表示されたデバイスマネージャパネル内の表示されたデバイスマネージャパネル内の「「「「「ポポポポポーーーーートトトトト（（（（（ＣＣＣＣＣＯＯＯＯＯＭＭＭＭＭととととと
ＬＬＬＬＬＰＰＰＰＰＴＴＴＴＴ）））））」」」」」をクリックすると確認する事が出来ます。をクリックすると確認する事が出来ます。をクリックすると確認する事が出来ます。をクリックすると確認する事が出来ます。をクリックすると確認する事が出来ます。
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選手登録画面では次の処理を行ないます。

「クラス設定」
「標準環境セット」
「選手登録」
「ポイントリスト」
「参加者リスト」

「クラス設定」
「クラス」はリザルトを出力する最のグループ
分けをする為に指定します。
クラスの設定は「主大会」「副大会１」「副大会
２」「副大会３」でそれぞれに設定する事が出来
ます。
「主大会」は文字通り大会実行のメインになり
ますので主大会のクラス設定は必須です。
（スタートリストは「主大会」で作成されます。）
ここで指定したクラス毎にスタートリストが作
成されます。

クラスの設定例
１．「男女」それぞれのレースのみの場合。（ビブが重複しない場合。ビブが重複する場合はそ
れぞれを別の大会として登録します。）
「主大会」のみ「男子と女子」を設定します。
２．「男子」のみのレースだが、リザルトを分けて作成する場合（県選手権において「全体リ
ザルト」の他、「成人・大学・高校」別のリザルト、さらに「チルドレン区分」のリザルト、及
び「学年」毎のリザルトに分ける場合）
「主大会」で「男子と女子」を、「副大会１」で「成人・大学・高校」を、「副大会２」で「チ
ルドレン区分」を、「副大会３」で「各学年」を設定します。
３．マスターズ大会の場合。
マスターズの様にスタートリストは「年代別」だが、「Ａ・Ｂ・Ｃ」別でのリザルトが必要な
場合は「主大会」で「年代別」のクラス設定を、「副大会」で「Ａ・Ｂ・Ｃ」の設定をします。

選手登録
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「標準環境セット」
大会名称やジュリーメンバー等、リザルト等
へ出力する内容を設定します。ここでの設定
はテンプレートとなり、個々のクラスでの環境
条件設定の際に呼び出して利用する事が出来ま
す。
標準環境でセットした内容は総ての大会につ
いて呼び出しが可能となります。

・タイトル 各行がスタートリストやリザルトのヘッダー部分に行ごとに印刷されます。
・ジュリー １～６はスタートリストやリザルトのジュリー欄に、７はリザルトのサイン欄

に印刷されます。左側枠が肩書き（半角２０字分）、中央が氏名（半角２４字
分）、右側は国名全角３字分）となります。（８の欄は現在未使用です。）

・英文モード 英文にてリストを作成する場合は「英語」ページの各項目に英文にてデータを
入力します。
日本語での出力と重複する項目は英語ページには表示されません。
「大会処理」画面の選択ボタンで「英語」を選択し、印刷を
行なうと英文のリストを出力出来ます。（英文出力の場合は「個人マスタ」の
「名前（英）」欄にアルファベットにて氏名を入力しておく必要があります。）

・Ｆ値 ペナルティ計算をする場合はこの欄に数値を忘れずに入力してください。
・ペナルティ ペナルティ関連の数値を必要に応じて入力してください。「ＦＩＳ」レース用

の数値指定は「英語」ページの欄に入力します。

各要素のリストボックスに表示されるデータは、登録済みのデータから抽出して表示されます。
リストに表示されない内容を登録する場合はリストボックスにデータを直接入力します。

＊「標準環境データ」は複数のパターンを登録できます。
追加登録をする場合は、各要素を入力後、画面最下部中央のリストボックスに識別用の名称を
入力し「標準データに書き込み」ボタンをクリックするとその内容が追加登録されます。
既に登録済みデータを変更する場合は、リストボックスから変更する標準データ名選び、「標
準データの呼出し」ボタンをクリックし、登録済みの要素を呼出して修正を行った後に、「標
準データに書き込み」ボタンをクリックします。
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「選手登録」
参加選手登録は、個人マスタからの直接選択、
又はエクセルファイル（拡張子 xls）の読込の２
通りの手段があります。

「クラスの設定」
(1 )選手の登録にあたり、最低でも「主大会」の
クラスを設定します。「副大会」１－３のクラス
は必要に応じて設定します。
＊クラスの設定はリザルト出力の際に反映し、
総てのリザルトはクラス毎に出力されます。

「参加資格ポイント」（直接選択のみ）
( 2 ) 出場資格をポイントにより規制する場合に
「指定する」を選択すると、個人マスタに登録さ
れているポイントが指定した資格ポイントに達
しているか否かを自動判別できます。
(2-1)資格ポイントの設定は実際のポイントを１
００倍して入力してください。

・選手の登録方法（直接選択）
「選手の指定」
(3)「マスターから追加」ボタンをクリックします。

( 3 - 1 ) 画面下部に選手マスタが表示されます。（本アプリケーションにはビブナンバー指定の際
にコンピュータドロー機能を使う事が出来ます。コンピュータドローを行なう場合は、選手マ
スタパネル上部のグループＮｏ．欄にドローをする際のグループを指定してから選手を登録し
てください。）
選手マスタが表示された際、「検索」をしない段階では個人マスタ総てのデータが表示されま
すが、「検索」処理をする事でデータを絞り込む事が出来ます。「検索」はコード・氏名（漢字、
ヨミガナ）、所属・都道府県名で行なう事が出来ます。 検索は部分一致で行われます。
検索文字を入力し、フォーカスが、検索語欄に有る段階で、エンターキーを押すと検索（絞込
み）が実行されます。検索文字を指定せずにエンターキーを押すと全データが表示されます。
( 3 - 2 ) 入力フォーカスが検索語欄に有る段階で下向き矢印キーを押すとフォーカスが個人マス
タ一覧に移動します。上下矢印キーで該当選手を選択し、エンターキーを押すとその選手が登
録されます。（「連続選択」を選択しておくと、一人の選手を登録した後、フォーカスがそのま
ま選手マスタ内に残り、引き続き矢印キーとエンターキーで選手登録を続ける事が出来ます。



-21-

＊選手登録を終了した後に何らかの理由でポイントの変更（適用したポイントリスト自体が変
更になる場合）が必要な場合、「個人マスタ」処理に戻り、適正なポイントリストの読込みを
行った後に、画面中央下の「登録済み選手の F I S ポイントを更新する」「登録済み選手の S A J ポ

イントを更新する」をクリックすると新しいポイントに一括変換されます。

・エクセルファイルでの取込方法

Ａ列にコードを入力したファイルを読み込ん
で選手登録を一括で処理することが出来ます。
（ドローグループは総て１、クラスは個人登録
での性別が適用されます。）

Ｂ列にナンバーを入力するとコンピュータド
ローをする際のグループ分けコードとなりま
す。

Ｃ列にクラスコードを入力すると主大会のク
ラスを指定することが出来ます。
クラスコードは「選手登録」「クラス設定」画
面で表示されているコードを使用します。
Ｄ列は複大会１、Ｅ列は複大会２、Ｆ列は複
大会３のクラス指定ができます。
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「ポイントリスト」
ポイント確認用リストの印刷を行ないます。
一覧とバーコード付個表の印刷が出来ます。
＊ポイントリストナンバーを管理している場
合、リスト最下段にリストナンバーが表示さ
れます。

「参加者リスト」
参加者リストの印刷を行ないます。
「都道府県別」・「所属別」・「国別」「年代クラス
別」でのソートで印刷が出来ます。
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レース前処理画面では次の処理を行ないます。

「ビブナンバー設定」
「スタート順設定」
「環境条件入力」
「スタートリスト」
「スタート順設定（２本目）」
「スタートリスト（２本目）」
「旗門通過記録表」印刷
「I-mode用 HTML」ファイル出力
「Text」ファイル出力

「ビブナンバー設定」
「Display」（リストへの表示方法）
・All groups を選択すると全選手が表示されます。
・Selected を選択すると「GroupSelect」で選択し
たグループの選手のみが表示されます。
「GroupSelect」（表示指定及びドローの範囲指定）
・Group1～18 を選択するとドローの際に指定した
グループ内でのみ処理が行なわれます。
・All Groups を選択すると全選手が処理対象とな
ります。

「Draw Type」（ドローボタンを押した最の動作指定）
・Multi を選択するとドロー処理が連続で表示され、同時に表示される「ストップ」ボタンま
たはエンターキーを押すまで繰り返します。

(1)コンピュータドローをする場合
(1-1)ドローするグループを指定します。
(1-2)「Begin Bib」に 先頭のビブナンバーを入力します。
(1-3)「参加者のドロー」ボタンをクリックします。参加者リストの順が並び変ります。
(1-4)「ビブNo.のドロー」ボタンをクリックします。ビブNO.が表示されます。
(1-5)「再表示」ボタンをクリックします。ビブ順に表示が変わります。
(1-6)グループごとに処理をする場合次のグループを選択し、作業を繰り返します。
(2)ポイント順にビブNo.を指定する場合
「ポイント順に決める」ボタンをクリックします。
（3)登録順にビブNo.を指定する場合
「登録順に決める」ボタンをクリックします。
演出効果を上げる為にドロー処理を連続させる場合は「1-3」の前に「Draw Type」で「Multi」
を指定します。

レース前処理
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「ビブナンバー設定」続き

「ドロップ指定」 ドロップ作業には
ドロップ者を指定
ドロップ者のみを表示
ドロップ者を削除 の３つの機能があります。
「ドロップ者を指定」
ドロップ指定のサブメニュー「ドロップ者の指定」
をクリックすると作業ウィンドが開きます。
エントリー番号指定欄にエントリー番号を入力し、
エンターキーを押す（又は「指定の実行」をクリッ
クする）と指定した選手がドロップ対象となり、一
覧表では黄色の網掛け表示となります。
「ドロップ者のみを表示」
を選択すると、指定した選手のみが一覧に表示され
ます。
「ドロップ者を削除」を選択すると確認画面が表示さ
れ、作業を続けると削除が実行されます。

「ビブナンバークリア」
一度セットしたビブナンバーをすべて取り消す場合
に利用します。クリアはすべての選手に対し行われ、
グループ単位での削除は出来ません。

「BarCode」
バーコードで処理する場合の作業方法は弊社までお
問い合わせください。

「マニュアル入力」
マニュアル入力のサブメニュー「する」を選択し、
チェックマークを付けるとビブナンバー等を直接手
入力する事が出来ます。（ビブナンバーを手入力する
場合ALGEタイマーの場合は４桁SEIKOタイマーの場
合は３桁の文字列で入力してください。例 ：ビブナ
ンバー１の場合は「001」）

「スクロール表示」
スクロール表示のサブメニュー「O N」を選択し、
チェックマークを付けると表示されている一覧表が
自動スクロールします。
ドロー終了後にプロジェクター等に表示する場合に
利用できます。
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「スタート順設定」

「１本目のスタート順」
「ビブ順に設定する」ボタンをクリックします。
個々に順番を指定する事も出来ます。

「２本目のスタート順」
(1-1)ビブ順・１本目の成績順のいずれかを選択し
ます。
(1-2)ビボ順にする場合 ＊注１
「指定の順位で逆順にする」の右側欄にビボでのリ
バース順位を入力後、「指定の順位で逆順にする」ボ
タンをクリックします。
(1-3)２本目への出場人数を制限する場合
「指定の順位以下をカットする」の順位を入力し、
「指定の順位以下をカットする」ボタンをクリック
します。

＊注１ ２本目の設定をする前に必ず１本目のリザ
ルト作成作業を行ってください。

「I-mode用HTML」
スタートリストの内容をHTMLファイルで出力出来ます。
携帯サイトに適した形で整形されたファイルで作成されるので余分な手を加える事無く、お客
様が管理するサイトに公開出来ます。

「Text」
スタートリストデータをテキスト形式で出力出来ます。エクセル等で読み込み、２次利用する
場合にお使いください。
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「環境条件入力」
大会名称やジュリーメンバー等、リザルト等
へ出力する内容を設定します。
「標準データセット」ボタンをクリックすると
標準環境でセットした内容を呼びだします。
表示された内容は変更する事も出来ます。
この画面で登録した内容を標準データとして
登録する事も出来ます。その場合は「表示され
ているデータを標準データにする」ボタンを
クリックします。
タイミングレポートの作成もこのウィンドで
行います。

スタートリストやリザルトのヘッダー、フッ
ター画像の指定はこの画面で行います。（「メ
ニューバーからも呼び出しは可能です。）
「イメージセット」ボタンをクリックします。
「登録」ボタンをクリックするとファイルの選
択ウィンドが開くので使用するJPG ファイル
を選択します。
この画面に表示されたイメージがそのままリ
ザルトに出力されます。イメージが枠内に収
まっているか確認してください。

「スタートリスト」
登録されたデータにもとづいてスタートリス
トのプレビューと印刷が行えます。
印刷の際は「印刷方法」の項目の「ダイレクト」
を選択し、「プレビュー」をせずに印刷を行
なってください。
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「タイミングレポート」
タイミングレポート（V7.1様式）の印刷出力が出来ます。
レポートは「主大会」のクラス毎に作成できます。

・データの入力
タイミングレポートに記入するデータは「環境設定」で行います。
タイミングレポートに記入する項目は大きく分類すると、「機器情報」「タイムデータ情報」に
分けられます。
「機器情報」に記入するデータは他の環境設定項目と同様に「標準データ」を作成しておいて
必要に応じて読込む事が出来ます。
「タイムデータ情報」は環境設定ウィンドを開いた時点の情報が読込まれ、最初と最後の選手
データ及び1st・2ndそれぞれのラップタイムとビブが読込まれます。
アルゲTdc8000シリーズを使って計測している場合は「System A」のTODデータも読込まれま
す。（他のタイミング機器の場合は「TOD」データが送信されない為自動読込になりません）
手動計時の所要時間を入力するには、直接タイムを入力する方法と画面下部の水色網掛の入力
ボックスにそれぞれの「スタート・フィニッシュ」時刻を入れる方法の２通りが有ります。
後者の方式の場足は時刻を入力後、フォーカスを別の場所に移動すると所要時間が計算され、
その数値が「Net Time」の欄に入ります。
※バックアップタイミング（付属アプリケーション）の利用
付属のバックアップアプリケーションを利用し、Ｂタイマー・手動計を接続する事でより多く
の項目に自動でデータを取り込む事が可能になります。（バックアップアプリケーションにつ
いての詳しい内容は別項をご参照ください。）
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※Ａタイマーで総ての計測が出来なかった場合。
Ａタイマーの計測に何らかの
問題があり、Ｂタイマーや手
動計のタイムを採用した場合
に必要な入力項目は、画面下
部左側の「Where All Result
from system A?」項目で、「No」
を選択するとその右側に「備
考」ボタンが表示されるので
そのボタンをクリックすると
入力画面が表示されます。

・ＦＩＳ用 ｘｍｌタイミングレポートの作成
2013シーズンよりFISレースにおいてタイミングレポートもｘｍｌファイルが採用されました。
タイミングレポート事項入力画面右下の「xml作成」ボタンをクリックすると送信用ｘｍｌファ
イルが作成されます。

・印刷
必要な項目を入力後、「その他印刷物」「タイミングレポート」で印刷します。
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タイム計測中はこの画面を表示しておきます。

＊計測準備をした際にタイミングマシンから
のデータ転送チェックを行います。

スタート済みデータが表示されます。＊注１
指定した時間以上を経過したデータは色分け
表示されます。
ゴール順データが表示されます。

タイム順データが表示されます。

大会選択後、「データ取込処理」を最初に選択
した時には、「１本目取込」と「２本目取込」の
ボタンのみが表示されます。適宜選択して、ボ
タンをクリックします。

＊注１＊注１＊注１＊注１＊注１
・・・・・タイミングマシンにタイミングマシンにタイミングマシンにタイミングマシンにタイミングマシンに「「「「「ＴＴＴＴＴｄｄｄｄｄｃｃｃｃｃ－－－－－４４４４４０００００００００００００００」」」」」ををををを
使用する場合はスタート信号の送信が無い為、使用する場合はスタート信号の送信が無い為、使用する場合はスタート信号の送信が無い為、使用する場合はスタート信号の送信が無い為、使用する場合はスタート信号の送信が無い為、
スタート済みデータ表示欄は表示されません。スタート済みデータ表示欄は表示されません。スタート済みデータ表示欄は表示されません。スタート済みデータ表示欄は表示されません。スタート済みデータ表示欄は表示されません。
・・・・・Ｔｄｃ－α１を使用する場合は、Ｔｄｃ－α１を使用する場合は、Ｔｄｃ－α１を使用する場合は、Ｔｄｃ－α１を使用する場合は、Ｔｄｃ－α１を使用する場合は、「「「「「Prin tP r i n tP r i n tP r i n tP r i n t
startstartstartstartstart」」」」」をををををON ON ON ON ON にしないとスタート済みデータにしないとスタート済みデータにしないとスタート済みデータにしないとスタート済みデータにしないとスタート済みデータ
が表示されません。が表示されません。が表示されません。が表示されません。が表示されません。

・「中断」ボタンをクリックするとデータ取込
処理が中断されます。
＊中断中はバッファ領域＊中断中はバッファ領域＊中断中はバッファ領域＊中断中はバッファ領域＊中断中はバッファ領域（（（（（又又又又又、、、、、データバッデータバッデータバッデータバッデータバッ
ファ）ファ）ファ）ファ）ファ）に転送データが蓄積されます。に転送データが蓄積されます。に転送データが蓄積されます。に転送データが蓄積されます。に転送データが蓄積されます。長時間長時間長時間長時間長時間
の中断はバッファオーバーフローを起こし、の中断はバッファオーバーフローを起こし、の中断はバッファオーバーフローを起こし、の中断はバッファオーバーフローを起こし、の中断はバッファオーバーフローを起こし、
データ消失の危険があるので注意してください。データ消失の危険があるので注意してください。データ消失の危険があるので注意してください。データ消失の危険があるので注意してください。データ消失の危険があるので注意してください。

・「取込」ボタンをクリックするとデータ取込
処理が再開されます。注２

＊注２
Ｔｄｃ－４０００及びα１の場合は取り込み
再開後、次のデータ受信があった際に中断中
のデータが取り込まれます。

データ取込処理
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「失格処理」
画面下中央の「失格処理」ボタンをクリックする
と、失格処理対象ビブ入力パネルが表示されま
す。
対象ナンバーを入力し、「ナンバー確定」ボタン
をクリックします。

表示される「失格」ボタンをクリックします。

表示される失格理由指定パネルにて理由を選択
し、「ＯＫ」ボタンをクリックします。

「失格処理済み選手の確認及び失格処理の取り消し」

失格処理済み選手の確認をする場合は画面下中央
の「失格者表示」ボタンをクリックします。
処理を取り消す場合は表示された失格対象者の
データをダブルクリックします。
表示された失格者リストは「失格者表示」ボタン
をクリックすると非表示となります。
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「DS処理」
本アプリケーションでは「DS」の処理は必要ありません。
選手登録された総ての選手がその時点で「DS」対象者となり、スタート信号が入力した時点で
「DF」対象者となります。

「DF処理」
DS処理と同様に本アプリケーションでは通常の運用時は「DF」処理は必要ありません。
スタート済み選手はコース中選手欄に標示され、その時点で、「DF」対象者となります。
フィニッシュ信号が入力されたにも関わらず「DF」扱いとなる場合のみ「DF」処理が必要とな
ります。
＊コース中選手欄から標示を消す目的での「DF」処理もあります。
コース中選手欄の該当データをダブルクリックすると非標示処理が行えます。
非表示処理を行った選手データのみ、画面中央下部の「DFリスト」ボタンを押して確認する事
が出来ます。

「速報設定」
サブメニューに「自動印刷」「残り印刷」があります。
「自動印刷」を選択し、チェックを付けると計測中に一定の人数がフィニッシュした段階で速
報を自動印刷します。
自動印刷を指定中に「残り印刷」をクリックすると最後の自動印刷後にフィニッシュした分を
含む速報が印刷されます。

「ST/FN音声」
サブメニューに「音声合成」「スタートテスト」「フィニッシュテスト」があります。「音声合
成」を選択し、チェックを付けると選手がスタートまたはフィニッシュするたびに音声合成に
よるアナウンスをします。
「スタートテスト」「フィニッシュテスト」はそれぞれの音声テストを行います。

「Info dp」
選択するとスタート済みデータとフィニッシュ済みデータの表示ウィンドが開きます。
ＰＣにモニターを増設するなどしてこのウィンドを表示し、放送用や速報用に利用できます。

＊コース中選手欄とタイム順選手欄の間の「スプ
リットバー」（紺色）をクリックし移動するとそれ
ぞれの標示域を変更する事が出来ます。
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リザルトの出力を行います。

「環境条件入力」で必要な項目を入力します。
「速報」「リザルト」「リザルト（ポイント有り）」
を必要の応じて選択し、プリントしてくださ
い。

＊画面下の印刷条件設定項目の＊画面下の印刷条件設定項目の＊画面下の印刷条件設定項目の＊画面下の印刷条件設定項目の＊画面下の印刷条件設定項目の「「「「「印印印印印刷刷刷刷刷方方方方方法法法法法」」」」」について、について、について、について、について、「「「「「プププププ
レビュー」レビュー」レビュー」レビュー」レビュー」を選択し、を選択し、を選択し、を選択し、を選択し、「「「「「速速速速速報報報報報」」」」」「「「「「リリリリリザザザザザルルルルルトトトトト」」」」」「「「「「ペペペペペナナナナナルルルルルテテテテティィィィィポポポポポイイイイイ
ント計算書」ント計算書」ント計算書」ント計算書」ント計算書」を選択するとプレビュー画面が表示されます。を選択するとプレビュー画面が表示されます。を選択するとプレビュー画面が表示されます。を選択するとプレビュー画面が表示されます。を選択するとプレビュー画面が表示されます。
プレビュー画面にはプレビュー画面にはプレビュー画面にはプレビュー画面にはプレビュー画面には「「「「「印印印印印刷刷刷刷刷」」」」」の機能もありますが、の機能もありますが、の機能もありますが、の機能もありますが、の機能もありますが、スタートスタートスタートスタートスタート
リスト及びリザルトを印刷する際はリスト及びリザルトを印刷する際はリスト及びリザルトを印刷する際はリスト及びリザルトを印刷する際はリスト及びリザルトを印刷する際は「「「「「印印印印印刷刷刷刷刷方方方方方法法法法法」」」」」ででででで「「「「「ダダダダダイイイイイレレレレレ
クト」クト」クト」クト」クト」を指定した後に印刷を実行してください。を指定した後に印刷を実行してください。を指定した後に印刷を実行してください。を指定した後に印刷を実行してください。を指定した後に印刷を実行してください。
＊ポイントを印刷する場合は、＊ポイントを印刷する場合は、＊ポイントを印刷する場合は、＊ポイントを印刷する場合は、＊ポイントを印刷する場合は、「「「「「環環環環環境境境境境条条条条条件件件件件」」」」」のＦ値が入力されのＦ値が入力されのＦ値が入力されのＦ値が入力されのＦ値が入力され
ている必要があります。ている必要があります。ている必要があります。ている必要があります。ている必要があります。適性なＦ値を入力後、適性なＦ値を入力後、適性なＦ値を入力後、適性なＦ値を入力後、適性なＦ値を入力後、印刷処理を行印刷処理を行印刷処理を行印刷処理を行印刷処理を行
なってください。なってください。なってください。なってください。なってください。

「ペナルティポイント計算表」
ペナルティポイント計算表を印刷するには、印刷前に「リザルト
（ポイント有り）」の処理をしてください。
「Text、i-mode Text、FIS xml」
それぞれの様式でデータを書き出す事が出来ます。

＊クラスの活用方法
本アプリケーションでは選手登録の際にクラスの設定をする事で一つの大会データを基に様々
なクラス分けによるリザルトを作成する事が出来ます。
例えば小学生の大会があったとします。主大会は小学生全部を対象とし、副大会１は男女別、
副大会２は男女混合学年別、副大会３は男女別学年別の様にしてそれぞれのリザルトを印刷す
る事が出来ます。
各クラスの指定は任意に設定出来るので様々な大会様式に対応出来ます。

レース後処理
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タイム修正

「タイム修正」
タイマー側でのタイム修正間に合わない場合はこの画面にて処理が出来ます。
修正したタイムの欄は色表示され、他のデータと区別されます。
タイムの修正は「直接入力」の他、画面右側の受信データ一覧から「スタート時刻」と「フィ
ニッシュ時刻」を選択しタイムを自動算出することも出来ます。（ＳＥＩＫＯバッファーモー
ドの場合、スタート・フィニッシュ時刻データ送信されない為本機能はお使いになれません。）

※受信データを使っての修正方法
最初に処理をする対象のビブを画面左中央のリスト中から選びダブルクリックします。
画面左側上部の「処理対象ビブ」欄に目的のビブが表示されたことを確認します。
右側の受信データ表示部では、スタート時刻が緑の網掛け地、フィニッシュ時刻が赤の網掛け
地、その他が白地で表示されます。
スタート又はフィニッシュ時刻をダブルクリックすると画面左側下の「タイム計算機」欄に時
刻が表示されます。
スタート・フィニッシュ両時刻が入ると所要時間が自動計算され、最下段に表示されます。
表示されたタイムの右側の「適用」ボタンをクリックするとそのタイムが入力され、左側一覧
にハイライト表示されます。
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この画面はＡＬＧＥタイマーTdc-8000シリー
ズを使用の際に利用出来ます。

Ｔｄｃ－８０００シリーズの場合、コン
ピュータからタイミングマシン内のタイム
データを読み込む事が出来ます。

読み込み可能なデータは「スタートタイム」
「フィニッシュタイム」「ランタイム」の３種類
です。

それぞれのデータの呼び出しは「単独指定」「範囲指定」「全データ」の各方法で行なえます。

・範囲指定での呼び出し
指定したい範囲の最小ビブナンバーと最大ビブナンバーを入力し、「範囲指定欄」の「スター
トタイム」「フィニッシュタイム」「ランタイム」のいづれかのボタンをクリックします。

・単独指定での呼び出し
読み込みたいビブナンバーをセットし、「スタートタイム」「フィニッシュタイム」「ランタイ
ム」ボタンをクリックします。

・全タイム呼び出し
「全スタートタイム」「全フィニッシュタイム」「全ランタイム」のいづれかのボタンをクリッ
クします。

＊ボタンを押した後データが読み込まれるまで若干の待ち時間が発生する場合があります。＊ボタンを押した後データが読み込まれるまで若干の待ち時間が発生する場合があります。＊ボタンを押した後データが読み込まれるまで若干の待ち時間が発生する場合があります。＊ボタンを押した後データが読み込まれるまで若干の待ち時間が発生する場合があります。＊ボタンを押した後データが読み込まれるまで若干の待ち時間が発生する場合があります。

データチェック
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特殊処理

「音声合成」
本アプリケーションには音声合成機能が付いており、スタート時及びフィニッシュ時の自動ア
ナウンス及び、指定したテキストのアナウンスを行なうことが出来ます。注１
アナウンスは、「ビブナンバー、氏名、所属名」、をスタート及びフィニッシュそれぞれの信号
入力後、自動読み上げします。
氏名は個人マスタに登録されているヨミガナ部分が利用されます。
所属は大会への選手登録をした段階では、登録されている所属名を機械的に読み上げます。

・所属の読み上げ状態の確認と読み方の変更をする事が出来ます。
(1-1)「所属名音声修正」ボタンをクリックする
と修正パネルが表示されます。
(1-2)所属名リストをダブルクリックするとその
行のデータ名が「所属名」欄に表示されます。
(1-3)「読み上げテスト」ボタンをクリックする
とその内容が音声合成により読み上げられます。
(1-4)読み上げ内容が自然な感じになる様に「所
属名」欄の内容を必要に応じて変更します。
（漢字の読みが違っている場合や、イントネー
ションが不自然な場合などはカタカナに置き換
えます。間を置く場合は「。」等を入れます。

(1-5)修正が終わったならば「修正登録」ボタンをクリックします。

・テキストの読上げ
「設定」の欄で説明します。

＊注１＊注１＊注１＊注１＊注１
音声合成機能を利用するとコンピュータの処理負担が増えます。音声合成機能を利用するとコンピュータの処理負担が増えます。音声合成機能を利用するとコンピュータの処理負担が増えます。音声合成機能を利用するとコンピュータの処理負担が増えます。音声合成機能を利用するとコンピュータの処理負担が増えます。コンピュータの処理能力コンピュータの処理能力コンピュータの処理能力コンピュータの処理能力コンピュータの処理能力
によっては作動不良を起こす場合もあるので実際の運用前に十分な動作チェックを行なっによっては作動不良を起こす場合もあるので実際の運用前に十分な動作チェックを行なっによっては作動不良を起こす場合もあるので実際の運用前に十分な動作チェックを行なっによっては作動不良を起こす場合もあるので実際の運用前に十分な動作チェックを行なっによっては作動不良を起こす場合もあるので実際の運用前に十分な動作チェックを行なっ
てからご利用ください。てからご利用ください。てからご利用ください。てからご利用ください。てからご利用ください。

「90000000台コードを非表示」
チェックを入れると90000000番台の競技者コードがスタートリスト、リザルト等で空白表示と
なります。
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本アプリケーションは順位に対しポイントを付与（ワールドカップポイント方式）する処理が
行えます。（バージョン５．００からの機能となります。）
順位ポイントはリザルトに表示する以外に、最大２０試合までを選択し順位ポイントの集計表
を作成する事が出来ます。
順位ポイントを利用する場合は事前に順位に対するポイント（ポイントバリュー）を設定して
おく必要があります。（ポイントバリューの設定は「順位ポイント処理ウィンド」で行います。）
リザルトを作成した段階で設定したポイントバリューが計算され記録されます。

利用方法
「リザルトへの表記」
印刷条件設定欄の右端に有る、「順位ポイント」項目の「使う」を選択後、印刷を行うとリザ
ルト右端に順位ポイントが表示されます。（順位ポイントと参加時持ちポイントの両方を同時
に表示する事は出来ません。）

・順位処理ウィンド
順位処理ウィンドでは、「複数のレースの順位ポイントの集計と印刷」、「ポイントバリューの
設定「が行えます。
順位処理ウィンドは、「特殊処理」画面右側上部の「順位ポイント処理」ボタンをクリックす
ると、表示されます。

「複数レースの順位ポイントの集計」
画面左側に表示されている大会一覧から集計したい大会を選び、チェックボックスをクリック
しチェックマークを付けます。（最大２０大会までを集計する事が出来ます。）
タイトル及びフッター欄に必要な内容を入力し、「印刷」ボタンをクリックします。

「ポイントバリューの設定」
「順位ポイントバリュー設定」ボタンをクリックし、設定パネルを表示します。（再度ボタンを
クリックすると設定パネルは非表示となります。）
ランクに対する値を必要に応じて変更します。設定パネルを閉じる前に、必ず最後に設定した
セル以外の部分に入力フォーカスを移動してください。
初期値では３０位までのポイントが設定されています。ポイント付与順位を増やす場合は「追
加」ボタンをクリックすると順位１つが追加されます。
「削除」ボタンをクリックすると下位の順位からデータが削除されます。

順位ポイント
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「D-Line Board Control」
ALGE D-LINE 標示ボード（LED標示ボード）を使用する場合の設定を行います。

「アナウンス設定」
作成済みの音声ファイルを指定し、そのファイルの再生時刻を設定できます。
（（（（（ここここここここここででででで設設設設設定定定定定しししししたたたたた内内内内内容容容容容はははははメメメメメニニニニニュュュュューーーーーバババババーーーーー「「「「「自自自自自動動動動動アアアアアナナナナナウウウウウンンンンンススススス」」」」」ををををを選選選選選択択択択択しししししててててていいいいいるるるるる場場場場場合合合合合ににににに自自自自自動動動動動再再再再再生生生生生ささささされれれれれままままますすすすす。。。。。）））））

新規登録
１．音声ファイルの指定
ここにカーソルを置き、右クリックするとファイル
指定のウィンドが開きます。
２．再生時刻の指定
アナウンス時刻の「時・分」を指定します。（秒は指
定出来ません。）
３．設定時刻の読上げをするか否かの指定
時刻読上げにチェックをすると音声ファイルの再生
前に音声合成による時刻のアナウンスを行います。
４．それぞれの設定が済んだ後に「セット」ボタンをクリックすると設定が登録されます。

修正
１．表内の設定済みデータを右クリックし、「修正」を選択します。この部分に変更するファ
イル名と時刻欄に設定時刻が表示されます。
２．ファイル名を変更、時刻の変更を「新規登録」と同じ要領で指定し、その後「セット」ボ
タンをクリックします。

削除
１．表内の設定済みデータを右クリックし、「削除」を選択します。

総てのスケジュールの設定時刻の変更
１．スケジュールを遅らせる場合は画面左下の「予定を遅らす」を選択します。
２．スケジュールを進める場合は「予定を早める」を選択します。
３．変更する時間を指定します。（秒単位の指定は出来ません。）
例－予定を１５分遅らせる場合は、「予定を遅らす」を選択し、時刻設定を「 ０：１５：００」
とします。
４．指定内容を確認後、「変更」ボタンをクリックします。

確認再生
１．データをクリック後「再生」ボタンをクリックすると音声ファイルの内容を確認できます。

設定
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「マニュアルアナウンス」
アナウンス内容を文章にて入力し、その内容を音声合成にて読上げる事が出来ます。
アナウンスの内容はアプリケーションを終了した時点で、
自動的に「C:¥Program Files¥THA&KS¥Alpine¥Manualana.txt」に格納されます。
次回の起動時にはこのファイルが再び読み込まれます。
又、このファイルをテキスト編集ソフトで開き、内容を変更し、読み込む事も出来ます。

新規登録
１．この入力ボックスに新規コメントを入力します。
２．「追加」ボタンをクリックすると上部の「コメン
トリスト」に追加されます。

コメントのテスト読上げ
１．読上げるコメントをクリックします。
２．右クリックするとメニューが標示されるので
「コメントのテスト読上げ」をクリックします。

修正
１．修正するコメントをクリックします。
２．右クリックするとメニューが標示されるので「修正」をクリックします。
３．画面下部の入力ボックスに選択したコメントが表示されるので修正を行います。
４．入力ボックスを右クリックするとコメントのテスト読上げを行ないます。
５．「修正」ボタンをクリックすると修正が完了します。

削除
１．削除するコメントをクリックします。
２．右クリックするとメニューが標示されるので「削除」をクリックします。

＊音声合成による発声は漢字の読みやイントネーションに独特の癖が発生する場合があります。
漢字の読みが違う場合は平仮名にしたり、イントネーションを換えるには平仮名をカタカナに
したり、半角カタカナにする事で変更する事が出来ます。
自然なイントネーションになる様に「コメントのテスト読上げ」で確認しながら設定してくだ
さい。
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「ペナルティ関連」
「SAJミニマムペナルティ表」に
記載されている値を入力してお
く事により、「環境設定」の際に
「F値」・「ミニマムペナルティ」
「マックスペナルティ」「修正
値」「カテゴリー値」等が読込ま
れます。

「環境設定」で読込む為には、大
会レベルの設定と、選手登録の
元になる選手リストが単一のポ
イントリストである必要があり
ます。

大会レベルの設定は、「大会の登録・修正」（P7･P8）で「SAJレベル」「FISレベル」の値を指定
します。

「環境設定」で読込まれる値は基本値として読込まれるので、必要に応じて変更する事が出来
ます。

これらの値は、該当するレースに対して初めて環境設定を行う際に読込が行われます。
すでにそのレース用の環境設定が登録されている場合は登録済みの値が優先表示されます。

新しいポイントリスト用の値を入力する場合は「Point List No.」のリストボックスに、シー
ズン４桁、SAJリストナンバー２桁、FISリストナンバー２桁の計８桁の数字を入力と、それぞ
れの値を指定した後に「設定値を確定」ボタンをクリックすると新規登録されます。
作成済みデータを変更する際は値を変更後、「設定値を確定」ボタンをクリックします。
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「賞状」
リザルトを印刷後、賞状を印刷する事が出来
ます。

書式名称
・レイアウトの違う書式にそれぞれに名称を設
定して保存する事が出来ます。

項目
・印刷する項目は「表彰状名」「タイトル１」
「タイトル２」「タイトル３」「順位」「所属名称」
「選手名」「本文」「日付」「表彰者名１」「表彰者名２」「表彰者名３」があり、それぞれについ
て、「印字位置」「フォント」「フォントサイズ」「配置」「印字の有無」を指定する事が出来ま
す。

調整方法
・「左右」「上下」「枠幅」「文字サイズ」「フォントNo.」「配置」の値を変更すると、画面左側
に表示されている「印刷イメージ」が変化します。イメージは目安であり実際の印刷位置とは
異なる場合がありますので、テスト用紙に印刷しながら細部の調整を行ってください。
・「配置」調整は、「枠幅」で指定した範囲内（水色で表示された範囲）にて、左詰め、中央、右
詰めで印刷されます。

印刷
・印刷を実行する前に、何位までを印刷するか指定してください。
・印刷は「主大会」「副大会１－３」毎、更にそれぞれの「クラス」毎に印刷する事が出来ます。
複数のクラスがある場合、総てのクラスを一括して指定の順位までの印刷をする事も出来ます。
（例 マスターズ大会の様に年代別のクラス分けがある場合等）

タイミングレポートを印刷する際はこのページで行います。

その他印刷物
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本アプリケーションは通常のモード以外に「端末モード」での起動が可能です。端末モードで
起動した場合、通常モードで実行中の大会もそれ以外の大会も処理する事が可能なので大会処
理の自由度がアップします。
端末モードは通常モードでアプリケーションが立ち上がっている状態でも起動する事が可能で
す。（アプリケーションの同時起動はＰＣの負荷が増大するので十分にテストを行ってから大
会でご使用ください。
・端末モードで起動する方法
通常モードのショートカットを作成します。（既存のショートカットのコピーも可）
作成したショートカットのプロパティを開き、リンク先に書かれているプログラム名
「C:¥ALGE Apli¥Alpine¥Alpine.exe」に「空白と２」を半角文字で追加し、
「C:¥ALGE Apli¥Alpine¥Alpine.exe 2」にします。
作成したショートカットで起動すると「端末モード」でアプリケーションが起動します。
＊端末モードは同一ＰＣ内での起動の他、事項で説明する「クライアントサーバ」環境でも動
作させる事が出来ます。

「クライアントサーバーモード」
本バージョンよりデータベースの「クライアントサーバ」での運用をサポートします。
クライアントサーバーモードで運用する為には次の設定が必要です。
｛クライアント側｝
・設定ファイルの内容変更（変更方法の詳細は別項参照）
サーバーモードを利用する場合はこの設定ファイル内の 項目[DB]の下にある、「UseServer=0」
を「UseServer=1」に変更します。設定変更後、アプリケーションを起動するとメイン画面右
上のデータベース選択欄に「Server」が追加表示されます。
・サーバーとなるパソコンのＩＰアドレスを確認します。
ＩＰアドレスの確認方法はウィンドウズ関連の資料をご覧ください。
・ＯＤＢＣの設定を変更する。
「コントロールパネル」「管理ツール」「データソー
ス(ODBC)」を開き、「ユーザーDSN」タブページに
表示されている「AlpineServer」をクリックし、「構
成」ボタンをクリックします。

端末モード
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「Connector/ODBC」ウィンドが開くので「Login」
タブページの「Server」欄を先ほど調べたIPアド
レスに変更し、画面下の「Test」ボタンをクリッ
クします。

「Succss,Connection was made!」と書かれたウィ
ンドが表示されればサーバーへの接続は成功です。

（ウィンドウズ７をサーバーマシンとして接続を試みた際に失敗した場合は、サーバーマシン
の「コントロールパネル」「Windowsファイアウォール」「詳細設定」を開き、「受信の規則」欄
に「ＭｙＳＱＬ　Ｓｅｒｖｅｒ」が追加されている事を確認してください。追加されていない
場合は「送信の規則」に新しい規則を追加します。

・「送信の規則」の新しい規則追加方法
「コントロールパネル」「Windowsファイアーウォール」を
開きます。

開いた画面左側メニューの「詳細設定」を選択します。
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「プロファイル」画面で、「プライベート」に
チェックが入っていなかったらチェックを
し、「次へ」をクリック。

「名前」画面で、「名前」の入力ボックスに
「My S Q L」を入力し、「完了」をクリック。

「詳細設定」画面「受信の規則」欄に「MySQL」
が追加されていれば設定は完了です。

「詳細設定」画面左側上部の「受信の規則」を右
クリックし、「新しい規則の追加」を選択します。

「規則の種類」画面で、「ポート」を選択し、「次
へ」をクリック。

「プロトコル及びポート」画面で、「ＴＣＰ」を選
択、「特定のローカルポート」を選択し、入力ボッ
クスに「3306」を入力し、「次へ」をクリック。

「操作」画面で、「接続を許可する」を選択し、
「次へ」をクリック。
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 アルペンアプリケーションは、基本となる設定項目を設定ファイル「Alpine.ini」にて管理
しています。（端末モード用は「Alpine2.ini」になります。）
 通常はこの設定ファイルを直接操作する必要は無く、アルペンアプリケーションを実行した
際に操作した内容に応じて設定ファイルの内容が書き換えられます。
 特殊な項目の場合のみ「設定ファイル」を直接操作して変更します。
 設定ファイルの内容変更をするには、「C:¥ALGE Apli¥Alpine」フォルダにある「Alpine.ini」
をメモ帳等で開きます。（端末モード用は同じフォルダの「Alpine2.ini」）
 変更する場合は必ずアルペンアプリケーションを閉じてから操作してください。
 設定ファイルには様々な設定項目が記載されており、記載順は使用状況により変化する場合
があるので内容変更の際は該当する項目を「検索」するなどして処理してください。

・・・サーバーマシンのデータベースが利用出来る様に変更するには・・・
「UseServer=0」と書かれている項目を探し「UseServer=1」に変更します。
変更した設定ファイルを閉じます。
以後、アルペンアプリケーションを起動した際に変更内容が反映され、選択できるデータベー
スに「Server」が追加されます。

・・・ＴＨＡ－ＫＳレンタルウェブサーバを利用し大会データを公開するには・・・
「WebURL=http://219.117.250.210/alge/」と書かれている項目を探し「WebURL=http://
219.117.250.210/alge/」の後に弊社からお知らせしたサイト名を追加します。
例 サイト名が「test」の場合
WebURL=http://219.117.250.210/alge/test/
（上記の様にサイト名の後に、必ずスラッシュをつけてください。）

＊＊＊注意＊＊＊
設定ファイル内には様々な設定項目が指定されています。設定変更の際は必要な項目以外は変
更を加えない様にご注意ください。

設定ファイルの内容変更



-45-

バックアップアプリケーションは「アルペンアプリケーション」と同じＰＣ上又はLAN上のＰ
Ｃのどちらでも使用する事が出来ます。
本アプリはＢタイマー・手動計のデータをオンラインで取り込む事が出来ます。それにより、、
Ｂタイマーや手動計のデータをより有効に利用でき、次の事が可能になります。
・Ｂタイマーのタイムを採用する際の自動誤差計算。
・手動計のタイムを採用する際の自動誤差計算。
・誤差計算後のタイムをワンタッチでＡタイマーのデータに代入。
・手動計のデータが入信した際に強調表示され、電気計時に複数の信号が入った場合等の時刻
  の突合せが確実になる。
・タイミングレポートに手入力する必要がなくなる。

バックアップタイミング（付属アプリケーション）
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速報表示アプリケーションは、ゴールエリアや近くのレストハウス等で速報を大型モニタ等に
表示する際に使用します。
本アプリケーションはＬＡＮで接続されたＰＣ上で動作させて利用します。
表示される内容は、右側にランキング順リスト、左側に到着順リストとなります。
現在実行中のレースの速報のみならず、既に終了したレース結果を呼び出して表示する事もで
きます。

速報表示アプリケーション（付属アプリケーション）


